
 
 

 

令和８年度 

物理学科総合型選抜Ⅱ課題探求試験問題 

物理学（100点） 

令和８年１月３１日（土） ９：００–１１：３０ 

注意事項 

(1) 指示があるまでは，問題冊子ならびに解答冊子を開かないこと。 

(2) 問題冊子1部，解答冊子1部が配布されていることを確認すること。 

(3) 「はじめ」の指示があったら，解答を始める前に，問題冊子の表紙に続
いて問題が1Aから3Bまで6題，解答用紙が6枚あることを確認し，全ての
解答用紙に受験番号を記入すること。 

(4) 解答は問題ごとに所定の解答用紙に記入すること。解答に際しては，最
終的な答えだけでなく，その答えに至る道筋もていねいに記述するこ

と。 

(5) 特に指定のない場合には, 裏面を使って解答してもよい。下書きには, 問
題冊子の余白や裏面などを利用し, 解答用紙の余白には下書きをしないこ
と。 

(6) 「おわり」の指示があったら，ただちに筆記用具を置くこと。 

(7) 試験終了後，解答冊子は回収するが，問題冊子は持ち帰ってよい。 









はじめに，図 2-2の円輪について (1)から (3)の問いに答えよ。
(1) 円輪に生じる誘導起電力の大きさはいくらか。
(2) 円輪を流れる電流の大きさは，定数 cを用いて cr∆rと書ける。この定数 cを求めよ。
また，その向きは，図 2-2において時計回りか反時計回りか。

以下では，図 2-2の円輪を流れる電流の大きさを cr∆rとして解答せよ。
(3) 円輪の単位体積あたりに発生するジュール熱は単位時間あたりいくらか。

次に，図 2-1の円板について (4)から (5)の問いに答えよ。
(4) 円板の上底面の中心Oと下底面の中心を結ぶ線分（長さ d）と図 2-1の上底面上の線
分OP（長さ a）を二辺とする長方形の断面を考える。この断面を通過する電流の総量
はいくらか。

(5) 電流が流れはじめてから十分に時間がたつと，円板中の場所によって温度が異なるよ
うになり，円板中に熱の流れが生じる。この流れの向きについて説明せよ。
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問題 3 (30点)

3A

図 3-1のように，厚さ dの真空層が屈折率 n1の媒質中に挿入されている。その下層には屈折率 n2 の媒質があり，真空層の下にある屈折率 n1 の媒質の厚さは dである。この多層
膜に単色で平行な光束が図のように入射している。真空中の光の波長を λ，光の入射角を θ，
それぞれの層への屈折角を φ, αとする。
(1) θと φの関係を求めよ。
(2) θと αの関係を求めよ。
(3) 境界 1で反射した光と真空層に入り境界 2で反射した光の光路差は,

2d
√
1− n2

1 sin
2 θ

となる。これを導出せよ。
(4) 屈折率 n2 (< n1)の媒質で光は完全に反射した。このようなことが起きるための条件を sin θ, n1, n2を用いて表せ。
(5) 境界 1と境界 3で反射した光が干渉して強め合う条件を，n1, d, λ, θと整数mを用い
て表せ。
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(1) 気体の移動が始まってから終わるまでに，気体に対してなされた仕事はいくらか。p0,

V0, T0, V のうち必要なものを用いて表せ。
(2) 気体がすべて容器に移った後に弁を閉じた。弁を閉じてから十分に時間がたったとき
の容器内の気体の圧力と温度はいくらか。p0, V0, T0, V のうち必要なものを用いて表せ。

以下では，図 3-3のように容器内に集められてから十分に時間がたった気体に対して操作
を行う。(2)で求めた容器内の気体の圧力と温度を pおよび T として解答せよ。
(3) まず，弁を閉じたままピストンを動かして，シリンダー内の容積が V1 となったところでピストンを固定した。このとき，シリンダー内は真空となっていた。次に，弁を
開いて容器からシリンダーに気体を移動させた。弁を開いてから十分に時間がたつと，
容器内の気体とシリンダー内の気体の圧力と温度が等しくなった。この圧力と温度は
いくらか。p, V , T , V1のうち必要なものを用いて表せ。

(4) (3)とは別の操作で，図 3-3の容器内に集めた気体をシリンダーに移動させることを考
える。シリンダー内の容積が 0のときに弁を開き，ピストンを動かしながら容器から
シリンダーに気体を移動させた。ただし，容器内の気体とシリンダー内の気体の圧力
と温度が常に等しくなるように，気体はゆっくりと移動し，気体の圧力と体積の間に
は常に

（圧力）×（体積）5
3 =一定

という関係が成り立つ。ピストンの移動を止めて操作を終了したところ，容器とシリ
ンダー内の容積の合計が V2となっていた。このとき，気体の圧力と温度はいくらか。
p, V , T , V2のうち必要なものを用いて表せ。

(5) (4)の操作で，気体の体積が V から V2に変化するまでに，気体が外部に対してした仕事はいくらか。p, V , V2のうち必要なものを用いて表せ。


